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一般社団法人　日本森林学会　林業遺産選定委員　深
ふかまち

町加
か つ え

津枝

　

北
山
林
業
地
は
、
京

都
市
北
区
中
川
、小
野
、大

森
、杉
坂
、真
弓
（
約
３
，

５
０
０
ha
）
及
び
周
辺
に

位
置
す
る
京
都
市
北
部
や
南
丹
市
内
の
北
山

杉
を
主
と
し
た
森
林
で
す
。
北
山
林
業
の
歴

史
は
古
く
、
水
が
豊
か
で
冷
涼
な
気
候
、
急

峻
な
山
々
が
連
な
り
平
地
が
少
な
い
、
京
都

な
ど
の
消
費
地
に
近
い
、
と
い
っ
た
立
地
特

性
を
基
本
に
、
時
代
に
対
応
し
た
林
業
が
展

開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
北
山
地
域
の
森
林
、

水
系
、
集
落
空
間
な
ど
の
特
性
を
活
か
し
た

固
有
の
林
業
体
系
が
あ
り
、
持
続
的
な
森
林

資
源
の
利
用
に
よ
り
、
京
都
の
み
な
ら
ず
日

本
の
伝
統
文
化
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

北
山
杉
を
生
産
す
る
林
業
の
歴
史
は
室
町

時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、
大
正
期
ま
で
は
一
つ

の
株
か
ら
数
十
本
以
上
の
幹
を
育
て
る
「
台

杉
仕
立
て
」
が
主
で
し
た
。「
台
杉
仕
立
て
」

の
森
林
は
周
辺
の
ア
カ
マ
ツ
林
、
薪
炭
用
の

広
葉
樹
林
な
ど
と
一
体
と
な
り
、
特
徴
的
な

森
林
景
観
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。
大
正
期

以
降
に
な
る
と
、
磨
丸
太
の
流
通
範
囲
が
周

辺
地
域
に
広
が
り
、
生
産
量
や
売
上
高
も
昭

和
後
期
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。
北
山
杉
の
仕

立
て
は
、
一
斉
林
「
一
代
限
り
丸
太
仕
立
て
」

が
主
と
な
り
、
そ
の
景
観
は
、
小
規
模
に
分

割
さ
れ
た
林
齢
の
異
な
る
林
分
の
モ
ザ
イ
ク

で
構
成
さ
れ
、枝
打
ち
に
よ
り
枝
下
高
の
揃
っ

た
ス
ギ
が
整
然
と
立
ち
並
ぶ
も
の
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
一
代
限
り
丸
太
仕
立
て
」
で
は
、
通
直
で

木
肌
の
美
し
い
柱
な
ど
を
生
産
す
る
ス
ギ
の
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品
種
を
密
植
し
、
強
度
の
枝
打
ち
を
行
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
育
林
技
術
に
よ
り
、
無
節
、

完
満
、
真
円
と
な
る
長
尺
の
細
丸
太
を
恒
続

的
に
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作
業
に

応
じ
た
鎌
や
ナ
タ
な
ど
が
道
具
と
し
て
使
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
品
質
の
木
材

を
生
産
す
る
た
め
、
き
め
細
や
か
な
伐
倒
・

搬
出
・
加
工
作
業
が
行
わ
れ
、
集
落
内
に
は

加
工
場
と
な
る
杉
丸
太
小
屋
な
ど
の
付
属
屋

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
杉
丸
太
小
屋
は
、
丸

太
生
産
の
作
業
や
丸
太
の
保
管
を
行
う
木
造

建
造
物
で
、
北
山
林
業
の
木
材
の
加
工
の
場

と
し
て
固
有
か
つ
不
可
欠
な
要
素
と
な
っ
て

い
ま
す
。
丸
太
の
出
し
入
れ
や
通
風
を
考
慮

さ
れ
た
構
造
と
な
り
、
内
部
は
柱
が
な
く
丸

太
を
立
て
か
け
ら
れ
る
よ
う
添
え
木
が
取
り

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
肌
の
磨
作

業
で
は
菩
提
の
滝
か
ら
の
磨
砂
や
清
滝
川
の

水
が
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
周
辺
の
水
系
と
の

関
わ
り
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
日
、
北
山
丸
太
に
は
磨
丸
太
、
天
然

（
出
）
絞
丸
太
、
人
造
絞
丸
太
等
が
あ
り
、
数

寄
屋
建
築
や
一
般
建
築
等
の
床
柱
、
飾
り

柱
、
タ
ル
キ
材
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ

か
、
台
杉
は
庭
園
樹
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
北
山
林
業
の
景
観
は
、
川
端

康
成
の
小
説
「
古
都
」
や
東
山
魁
夷
の
絵

画
な
ど
で
も
高
く
評
価
さ
れ
、「
古
都
」
で

は
、「
清
滝
川
の
岸
に
急
な
山
が
迫
っ
て
く
る
。

や
が
て
美
し
い
杉
林
が
な
が
め
ら
れ
る
。
実

に
真
直
ぐ
に
揃
っ
て
、
立
つ
杉
で
、
人
の
心

こ
め
た
手
入
れ
が
一
目
で
わ
か
る
。」
と
記
述

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
、
北
山
杉
・
北
山
丸
太
の
生

産
地
で
あ
る
北
山
林
業
地
域
の
振
興
を
目
的

に
「
京
都
北
山
杉
の
里
総
合
セ
ン
タ
ー
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設
に
は
北
山

丸
太
や
京
都
の
木
材
が
豊
富
に
使
わ
れ
て

お
り
、
北
山
杉
・
北
山
丸
太
の
育
成
・
生

産
、
北
山
地
域
の
景
観
な
ど
に
関
わ
る
様
々

な
展
示
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
北
山
杉
美

林
の
見
学
」、「
北
山
杉
の
お
箸
づ
く
り
体

験
」
な
ど
北
山
杉
と
日
本
の
文
化
に
つ
い
て

伝
え
る
た
め
の
体
験
・
研
修
の
メ
ニ
ュ
ー
が

充
実
し
て
お
り
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

が
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
林
業

関
係
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
な
ど
が
連
携
し

た
「
北
山
杉
の
里
中
川
ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー
」、

「
北
山
杉
・
里
山
コ
ン
サ
ー
ト
」
や
「
Ｗ
ｏ
ｏ

ｄ
ｙ
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
、
北
山
林
業
の
景

観
や
北
山
丸
太
を
活
か
す
た
め
の
取
組
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

京
都
北
山
杉
の
里
総
合
セ
ン
タ
ー
の
代
表

理
事
で
あ
り
、
林
業
を
営
む
吉
田
英
治
さ
ん

は
、「
北
山
林
業
は
、
小
面
積
の
林
分
の
皆
伐

を
繰
り
返
す
こ
と
で
成
立
し
て
き
た
。
林
業

と
い
う
生
業
が
支
え
て
き
た
林
業
景
観
の
多

様
な
価
値
を
共
有
し
て
い
き
た
い
。」
と
熱
い

思
い
を
語
り
ま
す
。
ま
た
、
京
都
北
山
丸
太

生
産
協
同
組
合
の
理
事
・
事
務
局
長
の
松
本

吉
弥
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
先
を
見
据
え
な
が

ら
「
多
く
の
人
に
北
山
杉
の
魅
力
を
身
近
に

感
じ
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に
も
店
舗
、
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
の
北
山
杉
を
活
か
し
た
新

し
い
空
間
づ
く
り
を
提
案
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
す
。
北
山
杉
の
伝
統
を
未
来
へ
。

優
雅
さ
と
風
趣
を
も
ち
な
が
ら
、
自
然
の
ぬ

く
も
り
を
五
感
で
伝
え
る
北
山
丸
太
は
意
匠

材
と
し
て
の
機
能
に
優
れ
、
現
代
建
築
や
身

近
な
木
工
品
と
し
て
も
、
多
様
で
豊
か
な
表

情
を
み
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

京都北山杉の里総合センターの展示

北山杉の加工

北山杉のお箸づくり

北山杉の運搬


	名称未設定



